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南ベトナム第 1次5カ年計画の成果について

Resultats du 1 er Plan Quinquennal (Reptiblique du Viet Nam, Direction 

Generale du Plan, Deuxieme Plan Quiquennal 1962-.J1966, pp. 7___,13.) 

Iはじめに

南ペトナムでは蚊近ますますペトコンとの内戦の激化

したこが伝えられているが，—•方，経済淵発の面からい

えば，同固は昨1962年より第2次5カ年計画の実施Jり］問

にはいったことになっている。とこるが，この第 2次5

カ年計画に関するまとまった狩料，文献というものは，

ほとんどなく，計画の全貌を知ることは非常に困雉であ

った。とこるが幸いにも，厳近ベトナム政府の発表した

『第2次5カ年計画也 1962~1966年』 (Republiquedu 

Viet Nam, Direction G艇 raledu Pinn, Dcuxicmc Plan 

Quinqttcnnal 1962~196'6, 272 p.)を披見する機会をえ

た。この計画iliiまかなり膨大なもので，その構成は以下

のごとくなっている。

第1部

序文ー計画の趣旨と範瓶ー (5~6ベージ）

第1章経済僻勢と現度 (7~16ベージ）

第2謡第2次5カ年計画の目的 (17~21ベージ）

第3常計画支出 (22~33ページ）

第4邸基礎作業 (34~64ベージ）

第5章戦略村落 (65~68ページ）

第2部（第2次計画の内容にふれた本祖の主要部分）

表題l 幽 業 (71~124ページ）

表題2 工業および手エ棠 (125~174ページ）

表題3 公共施股 (175~212ページ）

表題4 社会施設 (213~2町ベージ）

とこるが，この計画也には，個々のプロジェクトのあ

る穐の部分tこついては具体的な資金配分表を掲げている

が，通常の計画街の場合のように，計画全般についての

資金配分は示されていないのである。

さて，派者がこの計画由を一誌してまず最初に爽味を

感じたのは，この也の第 1部，第 1常，第1節iこ見える

「第1次5カ年計画の成果」 (7~13ページ）と起する部

分であった。従来，第 1次5カ年計画の躙lIについても

発表されたことがなかったし，関係文献もきわめて乏し

い(/)で，＊；！｝のこの部分を検討することは，そうした欠

を補ううえからも，祖た第2次5カ年計画を検討するた

め0)l駈礎作業としても必多iであり，また布意淡なことだ

と考えられる。

そこで本稿では，計画；！｝自体が，わが国ではきわめて

rare book Iこ屈するということをも彩慮して， 「第 1次

5カ年計画の成果Jと逍する部分を訳出し，これに派者

の気付いた靱囲での節JIiな検討用の狩料を付加して，ぁ

えて大方tこ紹介することとした次第である。 （計j1]j出の

他の部分tこついても，できるだけ早期に紹介することに

したい）。

；とこで，その作業にはいる前に，第 1次5カ年計画自

体について1filiitこ触れておきたい。

南ベトナムの第 1次5カ年計画 (1957~1961)は，ァ

メリカの CarterGoodrich氏を団長とする国辿経済閥在

団の勧告などを参酌し，国家再述2カ年計画(1954/55~

1955/56)の後をうけて， 1957年前半期に立案，樹立さ

れたものであるが，計画の全貌は公表されたことがなく

概要のみが梢報省から発表された。その最裔目探として

氏のちに第 2次計画古の本文においてみられるように

経済的独立の疫得と， 1国家経済の基盤を強化することtこ

おかれた。政府は1956年度末を符定の茄晦 I•こ， 5カ年計

画第 1年庇 (1957年度）当初の匡民所得を800億ビアス

トルとし，これを 5 年後の1961年股tこ：•ま ooot店ビアスト

ルと 100iなピアストル (12.5%）引き上げ，国民生活水

準の向上をはかり，国家財政の他全化を確立しようとし

たのである。農業および絋工業での所得目捺としてほ，

股業所得が1957年の50億ビアストルから1961年{•こは60億

ビアストルヘ，鉱工業所得は1957年の20低ビアストルか

ら1961年には30億ヒ・アストルヘと，それぞれ20%,50% 

の所得培加が企図された。

所淡沢金全総額は 175(，怠ビアストル（年1Hj35低ビアス

トル）で，これを公共事菜，貶菜，拡エ棠の順1こ俊先さ

せ，次表のように狩金配分されたが，この計画ii実施中

現実(i(J要甜から次第に鉱工業開発に軍点が移されていっ

たのである。
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第 1 次 5 カ年；il•画の ft金配分

(lli位： 100万ピアス 1、ル）
--,．．_ _,．..L 

l 所戒沢金総領 17,500 100% 
.. ---―-----・ • ・ • --...．.... ＿.. ..一・-一

土木公：)I~ ='.JI= 菜 5,425 31 
低菜 '3,850 22 
俎 力 2,10[） 12 
社会サ ビス 2,100 12 
工 業 1,575 ， 
予 {iii 費 2,450 14 

これらの所要沢金 175低ヒ゜アストルのうち自己沢金は

わずか25悠どアストルで総額の86％たる 150低ビアスト

ル・（年問35似ビアストルのうち30［なピアストル）は外固

扱助に依存することとしていた。このように，外国援助

に対する依存迎の曲い計画が，その実施においてF・J滑さ

を欠き征々の困雉を生んだであろうことは想（象にかた＜

ない。かてて加えて，この計画JUjm]の中期以降，とくに

1960, 1部1年のこるには，ペトナム国内に政t炉ド安がた

かまり，さら｝こ大汎水などの天災もあって，この国の経

済発股にとってはかなりの悪条件が重なって硯出したこ

とは否定できない。こうした事梢が第 1次5カ年計画(})

成果に大きく影密を及ぽしたことはいうまでもないが，

この点については，以下の検討の過程でも若干触れられ

るであるう。

なお以下の訳文に見られるカッコ付きの小見t!1しは原

文にはなく，筆者において適宜付iJI1したものであること

を断っておきたい。

II 第 1次 5カ年計画の成果

第 1次5カ年計画の目的が，戦前のわが国の経済に存

在した非常に重要な構造的不均衡を是正するために，少

くとも戦前をこえる水準にまで国民生産を発展させるこ

とにあったことを想起しよう。と同時に．われわれは多

様化し，強固にして他全なる経済の凶徒を作りIllすこと

I•こ努力を傾けてきたのである。われわれは，凶紺1年次お

よびそれ！こ続く，この計画期間中の年次1こ脱しての＿ー・

物辿的な語月探あるいは金融上の諸目探についての・9--

正確な統計咲料の不十分という事実によって，その計画

の成果を分析することが困難な仕事であるということを

まず述べておさたい。

A. 股業

［米作J
ゴムと・オとは依然として，わが国の2大1せ災作物であ

る(ij:1)。」!）扉ikifit, it逃麻および平J勾収払：に関する数

ffit註題とも作正された。 1959~60年｝紅につい ‘C{•ま，収放

は 1ヘクタール当たり約20：ヤンクルであった。これはl5

キンク）いこしか設定されなかった 5カ年Jf・圃の予想を超

える良好な成果である。 1960~(il年l鉛こついては，耕作

廊＇iは230ガヘククールに，生廂泊jtま籾500万トンに，；と

じCヘクク→嘩たり邸：は2L5キンタルと見梢もられ

ている（注2)。

(tじi) l{î l、ナムの総給 Ill 額において叩、 (•1lli 品

}}II第 1位）と米（第 2位）は1960年にそれぞれ56%,

32％を占め， 1！)61年には62%，2l％を占めていた。＼ヽ

ずれも主として， IFl家主困たるフラ・ノスにi'iilll！されー（

いる。

(tl: 2) •Iti ぺ l、ナ J、(/） 1961年までの米0)！|:．戸（:および
釦 I・！状況を USOM(United States Operation:; Mis・

:,;ion) の統iil• によって：火示すれば第 1 表のごとくであ

る。 1960i61年炭以降，米の生産沿jが競返しているの

叫やはり政 •tli 不安に抜づくものであろう。 19(>1/62

年l虻には，さらに、。れにメコン，デルクの米作地帝に

大批水があったことも大いに関連がある。なおi約Eさ
れた1959年のヘククール当たり収jitは2.1トソで，＊

文に記す20キンクル(=2トン）に比してややi'，ijいI(i

になっている。

また，『ペトナム1El_｛L銀行年次恨告(196t}年／虻）』は，

1957~58年9鈷以後H)59~(i(）年1虻までの米作の硲1!とにつ
いて「3年間に尖視されたこれらの完liとは，その大部

分が it/！漑(})•発逹，殺虫剤の使JtI' ；肥料と逸択された種
子の分配に1如づいている。困家森棠Ji;j(La Direction 
N:itionnle de !'Agriculture)は,1961~62年疫以降，紺

年20•Ii l・ンの割合で•}：：()）生産・料を増』II させること．．tぅ

よびこの附加率を1965~（沿年疫まで保持することを決

稔している。とくにヘクタール当たり収lKのlfl)nに努
力が(d1注されるであろうQ この舷後のtltりを実！几する
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ために，一つの＇共臨II•面が立てられたが，その大略は
次のようなものである。すなわち米in0)返択と新種の
利)ti.I,肥料の北約的使111，森棠水禾l]1lt粟 ll"iiftiの確

保などである。

1957年に始まった設棠開発は粋Lい池・歩を；氾録し
た。 1957年から 1960年までに， 12(;(/）瀾発センクーが

設立され， 18万•5050人の入 Illl 者を収容した (196()年 ,i1

に新しく42(l)開発七ンクーが設立され， 5万1688人が

集団化された）。I消じ期間に，これらのセ．ソクーにおい
て開墾された総面甜は2万2787ヘククールに迅し， .m
作総面和は 6万紐06ヘク．クールに(/)ぼっており，その

うち 4万5307ヘク 9ールが米作に向けられている。そ

の他， 35の泄搬？Iぱ菜によって lJi6880ヘククールの米

［l|が引水可能となった」と述ぺている。(BanqueNntio-
nale du Viet Nam, Rapport ammel de l{、Ba呵匹
Natidnale, Excrcice 1960, p. 5)。いま USOMの推定
によるペトナムの設梨l．濠指数を掲げると第21<.の辿
りで， 1959年まで叩IIした4嘩指敬が1960年には低下
を示した。内戦の影抒を示したものといえよう。

第2表 ・Itjペトナムの麟疇虹

•-—-＿□19叫口Ii:58・戸野合菜 [1fl•,i行指塁盟｝｝翡［晨：豆
l人当たり伍如暉指数 100 I 129 I 144 I 164 I 157 
食料tiI；殺指数 100 J5(il 181 213 2(16 
1 人当たり食糧~l遣指数 11)(）,131 I 14s 1 1121 rn2 

→●-----------. ---・-・・・・・--・ 
(tlI所） USOMto Vietnam, A11uual Statisti叫
Bulletin.1961, p. 67より作成：e

〔ゴム〕

5カ年計画はゴムについて，毎年再植樹と6()(）0ヘクク

ールずつの拡張を品8'tもっていた。 1958年および1959年

に叔培者たちによって非常な努力がなされたけれども，

5000ヘクタールという数字にも述しなかった。

小プランテーションは次第に復lHしたが，この動きは

政情不安のため， 1960年以後鈍ってきた（注3)。

股菜開発総合-dr務局 (Commi~sariaL Gもneralpour le 

Developpement Agricole)としては，小ブランテーショ

ンを共同組合にグ）レープした形の下で，年li•i]2 万ヘクタ

ールのが加を実現しようと企てた。

1959年よで， lll：界1i楊におけるゴムの価格はt5かった
が，この時点以後下格し[•まじめ， 1liび Hl61 年の初頭以

米，わずかながら上昇した。

アメリカ合衆国の伽溶コーム放出という蚊近の決定はペ

トナムゴムにとって1（（大な凶兆である。

19邸年(ti;4)から 1960年までに，ゴム栽培開発金印

(la Fonds cleじlevcloppemenlde l'Heveaculturc)は4

低ヒ＾アストルなi逍！狩したが（tl,5)，この池府によって 1万

2000ヘククー）りが再植樹された。

利澗の再投府を奨励するための他の力.策が研究されて

いる。つい最近まで，樹令が20年1•こ逹したとき以後は生

船品が低減すると信じられていた。しかし 7生理学的診

断」方法の逝月JIこよって，老栂からの収•11\：が，非常に脳足

な状態を続けるということを確認するにいたっている。

(il:3) ifjペトナムのゴムの栽培面fi,！l莉卸'1iおよ
び創針II ・・！ il: （ぺ I· ブ• J.、0)楡tl:I品中，価額において第 1位
で1郎1年にはその62％を占めた）にIY,Iする推移を示せ
ば第 3：及のごとくである。その生!Eの圧倒(iく］な祁分が
フランス代本の経滋による 500ヘクタール以上の大ブ

ラソテーションによって，行なわれていることがわか

る。 1即 I.', 先は総f~U\ ．枯：の約 61乳がフラ・／ス向けである。
＊文ではゴム':I苅匂'.iについての記述がほとんどなさ
れていないが，一方， ilfi拍の『ぺ 1、ナムi甜立鍬行年次

報告(1960年1.e:）』には，この点に関して次の記述が見
える。 「1957年から1959年まで， ゴムの生産悩は平均
して年に 3％の凋合でlfl)JIIした。 Hl60年の生敬福は 7
万邸50トンに述したが，これは1959年に比して2％近
< d)硝/Jllである。 500ヘククール以上のプランテーツ
ョンでは， 1959年の 6万5600l` ンに対して 6万8400I・ 

ンを生沌した。それらのヘククール当たりの平均収拡

は1330kgであった。設緊1財発セソクーにおけるゴムの

拙え付け地は6577ヘクタールの面戟を占め，そのうち
4678 ヘククールは中部ベトナムの悩原地：：l~ (Hauts-

Plateaux)にある」 (op.cit., p. 5)。なお，ここにあげ

られた1959,1960年の生殺蒻は前掲第2表の数字と若

第3表 lfiべI・ナムにおけるゴムの生敵および愉出統計—-•----—-•·-·-7――•一―•.，．．—-~l 一—- ---•一—-- - --•一•・ •—-
---・ -1_1~--!.1門竺P|-1-？色＿叫！竺巴吐？竺竺7吋 1958年J195_9年|1960年|1961年

図作付け面戟 1,OOO 108.41 62.31 63.8 75. 1( 75.1 74.9 

猛ラク乞；レシぷ｝ヘクター）レ 108.4, 62.3 63.8 63. 1 63. 1 62.9| 64.3 68.o: 71.3 

小ブランテーション •, ．． ．． 12. 0 12.（） 12.ol 12.0 12.o! 12.o 

全国 生陛 jl'.:j I I・ソ 61,388153,:t即 51,086166,3361 70,2311 69,6571 71,6祁 75,37477,538
大プランテーション 61,388 53,256 51,086 53,651 59,435 59,378 62,663 65,61168,211 
小ブランテーツョソ ．． ．． ．． 12,685 10,796 10,279 8,993 9,764 9,127 

粕 Ill :l,~ I 1・ソ 59.472[ 55.732161,848163,636175,191! 68,106178,427170,118 
- ---------•—一テ—- •· • --・ • • ------・ •-•—----- • 0-•. - - •一—●•一•一―- a _ ＿ 1 ・ •一—·•ー・一
（出所） USOM to Vietnam, Annual Statistical Bulletin 1961, pp. 76~79より作成。
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干相追がある。

（注4) フラソス；栢原文では「1950年から」となっ

ているが，このゴム栽培Ill!発金hliが創設されたのは，

1958年なので， i沢省において；i・i]Eした。 itiペトナム政

）付は，同年8月18日付政令によって， コ・ム,~'の拡張お

よびゴム樹の老令化による・i'ihll樹に対する視金it付を
行なう日がJ())もとに， この金／11(をfill；没したのである。

（注5) ゴム栽培開発金hliのI枕汽について。この金

庫からは，所定の要件を協たす栽培税は困語のいかん

を岡わずI放毀をうけることができる。その曲沢炭定())
大要は次のごとくである。（イ）視．在のプランテーショソ

に船接する土地で姑張もしくは若木柑Jえ1昏えをするこ
と。（口）それ以外の遠く蛸れた均所で行なう場合は，会

社組織かまたは協同糾合月1椛てある場合にかぎり 1tl·•I•

が行なわれる。 ti拡張もしくは消木拙え枠えは， 1957

年末硯在の拙え付．け面8'tの少くとも 5％以．l：であるこ

と，そしてそれは少くとも 1ヘククール以．tになるこ
と。 ~)10ヘククール以上のプランテしーツコンを持つ岩
は然担保でit．金の偕入ができる。困ft付金())iqili¥t,

100ヘククール以下の所：｛1.者は 1957年疫に売り渡した

数位に対し， 1キログラムにつき 5ピアストル。そし

て伐付金は， 1958年にその60%,1959年に年30%,1960 

に10％の半で渡される。 100ヘクク・→ル以上の所打岩

の場合ぱ， 1キコグラムにつき 3ピアス 1・ルで，1958年

に60%,1959年に40％と 2回に支払われる。り金がiは

年2％の阜利。第 1回it付の年から 9年駿「Iから 5カ

年以内に返済する。なお借入をした扮合，金額の0.25

％を毎年限家股染1『1fl1局に維・i．じ費袖Dj)として支払わね

ばならない。（卜）｛lt入中i'1の邪査は， 7名からなる委且

会によって行なわれる。例これら貸付金はゴム栽培1lfl

発金渾という牙．籾lJ勘定．によって巡営竹理される。 (`i• 
ジア経済研究所， rIfiペトナムの糀済l}り発』， 112~113

ページ参照）。

〔牧畜〕

牧畜は同様tこ，閃および益の両泊iにおいて満足すべき
進歩を記録した（注6)。このことは1960年9)ビルマ向けに

繁殖用として恰出された小膝およびホンコン向けの居殺

即隊の楡出によってi鵡lされる(tl:7)。

（江6) 面ペトナムの家iti数の推移を表示すれば，

第 4 式のごとくであり，政 •fli 不安となったためか，
1961年には以前に比して全般的な低溶加認められる。

第4表 ifiぺ l、ナムの家斉数の推移

（輝： 1,000)—- i -l -・ / -- --ー·—
臨年l1蜀5年臣叫19甜年|1959年ド王l紐

・・・----
1|: 474 開5 683 840| 831 1,078 892 
水'!・.l 2~81 379! 5H 甜6! 561. 751 I ftlB 

翡Ji：盟 i：盟襦温醤!1温醤i
・,.. 
あひる 4,382 4，竺竺竺11,329l 9,9i9 1,252 

...—·-· ----------
(IH所） USOMtu Vietnam, A mmal Siatisiic（ヽl
Bulletin 1961, p. 89より作成。
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（注7) 1960年の求畜ば((i）柁!llについて， iliiiu『ペ

トナム1:111立鍬行年次報俗 (1960年哀）J.Iと「わが匡は
ll糸肉の旧1)..r，訪要をまかなうことができたのみならず，

|9ij時にまた近r溌，沼国に対して生豚および冷tl!l沫I利を柏
Iliした。外ぼへの豚の版ヽ）暉ii．よわがli4(J）伶111品のうち

で，ゴ 1、および米についで第3位を占めている。 I郎（）

年中に，ペトナムは尖際に中ソコ・ノとビルマに対して

7万3538jji(/）生豚を翰II'，した。さらにわが1:14はあひる
(/）り111(}( ）（）7j 化1 とあひる (/)~M 675 Iヽンを粕!IIしたが， こ
れに対して・11ii年1如i.tぅf))おの 100万他1および 258トン

であった。蚊後に， l出l際市場において絶えず梢1’糧：が
増加している位柑場りを生節するため(/)ill・illiiが-Jr.．染され
た」と述べている (0/1.cit., p. 7)。

（展地改革］

次に掲げる数字はじ足地改．Il',：の領域において， l!)61年7

月71」までに実現されたものの詳細を示している(tJ:8)。

再分化すべき1ui1W 431,GHOヘククール

収用済み；hifi’i 415,84(l " 

1l}分配済みiiii'i 232,45t) ＂ 
補俄済みJ収用面涌't 303,92(） II 

再分杞され登記済みとなった『li秘 109,44(} II 

支払い済みtii散額 1,2卯， 55~),441) ピアストル

受益股民による支払い総額 11,822, 11.lO ，I 

ft本の股業部1"lからエ棠祁門への転換を；a：医するとこ
るの，工業！｝雑係語企梁における国家所有株券への似地改

革公&'tの交換は，かなり緩悛に実現された。実際，この

交換は 2年間で，わずかに1()(）0万ビアストル分だけしか

行なわれなかった。

(fE8） 殷地応'(.,:の成果に1ilする発'UIょ， これ以iij

にもや国1か行なわれており， ここでは1960年末JJし在お

よび1%1年3月末現在の成染を紹介しよう。これらに

よって，各時点での成呆および改』1•:(I）テンボを知りえ

ょう。
(i) まず， rペトナム困fl銭行年次恨告(196(）年9虻）』
は，これについて次のように述ぺている。 「1960年12

月31日現在で，『と地改祁はつぎのような結果をもたら

した。

収川llijの総lui杭
測地，台低氾叔済みj(1H.'t

収）！l済みr昧't
岱民に再分配された不孵頂C
.tti記；；ll臼り交付済みlfli甜

431ふ65ヘクタール
4公，772,、
270,381,, 

150,502” 

1960年中に収）tiされた面梢は18万1036ヘククールに迅

し， l|父）りされた財敵に対して支払われた視金および染
池改Ji'i.(i't券())額はそれぞれ6275万4&42ピアス l・ル！めと

4位'2124万8000ビアス 1・ルで，結局これらの総額は 4
似8400万2842し；・アストル96であった」 (op.cit., p. 5)。

(ii) つざにべ l・ナム北和11,1の.:I:地改、1，:．不勁旅庁
(Se1.:riltariaL d'Etut a la Propriete foncicre ct a Ju 
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Reformc Agraire)が発表した1961年3月3ln現在で
の成凩 (LaR~forme Agrairc du Viclnam)によれば，
大地主としてrl1缶された［（昧'i 63n,763ヘククール

水lUを収Jllされた地主故
（フラソス人を除く）

100ヘククール限1.!tでli|
地主に保留される9[J油't
再分配すべき ia•も’i

再分配済み而k't
況分を受けた 1\.!:•：柑放

llj.分杞すぺき土地のうち，
測！it済みで改良後再分利す
ペき未耕地『前租

jlj.分配すぺき土地のうち
未Bl!Jitff雌't
11・1地主への支払い
済みhlift額
示淡売買奨励による
取得ll屈lげ放

2l}35人

2(）3,：l(）（）ヘクタール

433,463 
313,{l(）2 

訟3,19:3

113,1:!9ヘククール

7322 

1,222,902ぶ63ビアス I・ ル

2857 

II 

” 

“
 

d)ようになっている。

なお，フランス人所布水Illについては， l！158年9月
1(）Hペトナム・フラソス協定が成°¥/.し，フランスは経

済援l1J)として，これをペトナム政府に翡Y与することに

なった。しかし，形式的にはフランス人所布米IEをベ

トナム政府がh！園）佼mしたことになっている。こうし
た中告によるペトナム政i(，f0)[‘（い」・・げ水1LIは22万8877

ヘクタール，K籟li13{汲8593万9289フランと定められた。
このうち凶61年3月31日までの買収済み而梢は21万
i981ヘククール (93%），火寸iiliはi3i心()290万6815ツラン
である。この土地改）＇r．， -4咽漁庁の報告については．
ぶ認3務4.｝}に関谷［炉氏の紹介がある。

［態業金融〕

1ぷl家製梁信Jll局(OfficeNational du Credit 1¥gricolc 

-ONCA)は3oi如ビアストルの代付を行なった(l.l;9)。そ

れはまずます協同組合に対して指l;ilされた。したがって

1叩0年には（注10)，田l総額の3分の 1が協圃組合（庄11}に

対して充当された。

(ti:.!:)) 国家艮栄は）！ll11}（：拠i什では theNational 
Agricultural Credit Office=NACO)はHl57年4月に

削立された設菜金融捩1月である。 NACOの1961年12
月31f.l までの it 付 'J峰＇iは総計•30(．C1632万4326 ピアスト

ル54に追している。次表に示したことでも判IJ)Jするよ

うに， 1960年をiil?：：iとして， NACOのit付額は急速
に祓少し，19(-il年には 3分の 1近くになってしまった。

これは政•h'i不安により匝lll又率が悪化したため it付を抑

1ilした結朱であろう。
(tl:10) 1960年の協同殺i合に対する NACOのit付

は総額の30％であった。第5表は NACOの町＇「金の
fし分状況の推移を示したものである。

第 5表 IY；ぺ l、ナムl過家伐棠印l1111)(J）1粁l金配分状況の拙移

(lit位： ピアス l・ル）

I 1957年・ ••一下―-I-―19細 1959年 1960年 1鉛1年

1金額％金韻|%1金密i| % :額I0/4I~~ー
1)｝『汀{:ll:i：盟：！開[!; -6誌：醤•!;,! 88t儡：塁はロー~~MIi
合 iii・ ! 202,942邸．22I lCO I 651,'55,84C.36 I 100 1 889,603,936.18 I 100 i 909,231,526.83 
2) 1't付の形式
悶畠贔言贋g| 53,381,30i.n. 26 肪，3l9,197.20 14 170,S05,135.08 20 276,688,336.3i :o ?2,511,111.65 20 

・ 149，胡5，699.75 14 562,1⑭,643.16 補 I1]8,698,801.12 80 磁，593,188.49 70 290,518,311.80 80 
合 iil• I約2,9!2,594.22100 651,4品，8l0紺 100］簡9,的3,936.］81OO S09,231,526.83,100 濶，090,0狐．95 100 

3). tt付の tiし1"l
短 lul it 付 1eo，団9，胡5.56 80 583,6閲，5閲．8OOO 細，319，訴0．16 9i 屈9,m,012.19I 92 I m,118,960.12 I 92 
中 lりl i~ 付 22 ，囮6 ，016.20 11 55,6腿，259.16 8 45,128,128.12 5 53,815,388.77 6 21,729,414.80 6 
長期 it 付 20,001,ll2.46 9 8,07I,0l5.40 2 5,126，閲7．30 1 15，閲2，0じ5.81 2 7,181,59i.031 2 

合計・ i 202,912邸．22 1CO 051,455,8lC,35 10] ＇ 88g,603，閲6．18 loo oog,231，認6．83 1OO'363,090,0闊．95 100 

99.9 I 362,928,533.49 I 99.9 
0,11 1槌， 4肪． ~51 0.1 

100 I 363,000,C28.95 I 100 

4) 貸付の種類
晟業 iき付 201,m，詔．認 1 99| 610,818,993.28 l謁
家畜生脱 fif.i-I -----・-・・・・= 
漁菜抒付 1,5no,ooo.oo
林業 it 付
手：［棠 i't付
雑 ；二

合計•202,942,93~．泣

—`—• -——----'-··—---―---—- ． --------~---·---—-—• 一 --- •一・ ．．＿＿ •-一
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BSl,55い，罰0．閃
6,278,00J.OO 
20,9E4,086.89 
謡，け9.00
柑68,000．肌

309,117,067.15 I 85.4 
11,062,600.CO I 3.1 
20,660, 718.CO I 5.6 
3,112,m.ao I D.9 
I1,8U,301.00 I U 
1,235,GOO.OO I o.a 

濶，090,028.95I'100 

(llI所） Republicof Vietnam, Sccrelnriut of SLnLe for Rurnl Affoiri;, J!JG I Activity Re/Jort of the Com-
missariat General for Cooperatives a11d Agric1ヽlttヽral C,-edit, p. 35. 
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（注11) ペトナムの協同組合活動について。 1961年

12月：llHi枯在で， ifiぺ l・ナムの協I司糾合の孜・規校は
糾合故285,糾合[il1万:!471人，投沢額4706万()343ピ

アストルとなっている。その内 1代を， 19(i(）年末のそれ

と比軟して掲げると第6表のごとくである。

第6表 itjベトナム(/)協Ifり組令i績
・・---・・--・ --・ 

i 協詞組• 投沢名ti
岬 1ぼ！全．放 i祖：合且放 （ピアストル）
の種 h'{1960il96ll 

-—----• -----_ 1 ・ --・---
l年！年 1196(）年1961年 1960年 1鉛1年

ぷ―---(l: 1一`―］．i--mii•I;i,．1-槌-i-i2，五，`iji面，iii
炭棠 1 81 i 8928,433 31,B74 1,8{4,260 9，312,4?1 
林棠 '3i,1 3531 {濁 120,600I l~0.125 
牧布 2I 2 躙詔澤，600 躙，瑯

漁l }: n 13 !6,R7216,812 1 4,661,200 4，応9，134
手：l;染 GOI 63 I 8,160 I e,1so I 1,176,385 I 9,8!4,030 
irf t'~ I 1 (7  I 11,121 (l?,3Zl [ 1,m,030 I 1，恥2，（30
その他 s I 6 I 143 I m i 5, !OR,025 I 7,755,375 
・ー • • .^..．-|--•• -・ •-----・ • ----I 
？＿叫＿門!-|9]106,8 | 11：.：叫9,3竺竺．l＿り竺叫
(Ill所） Republic of Vietnam, Secretariat of 
State for Rural Affairs, 19fil AcJ.ivity Report 
of tlte Commis氾 riatGcu.eral for Coo/1crativcs 
and Agricultural Credit, p. 17. 

なお，以上のほかに次の四つ(/)協同糾合辿合会があ

り，これには68協同糾合が加Jllし，投沢欲は18万ビア

ス l・ルに述している（第7*）。

第 7表 Hiベトナムの1幼l,iJ月1合連合会
一、一•--· ー・ -．．．會~一

切 li協、し
収沢塙i

名 称 1月組合

i]［直言〗二□□言？
合計

I 
! 68 i 180.000 

I ・--・--・-・・..-------・・・・ ・・・・-・・-----・-・ 
(Ili所） ff; 6表に1.ilじ， 18ページ。

［耕地の拡大）

第 1次5カ年計画｝ま，戦乱中に放泰された土地の再耕

地化に注月した（注12)。£赳業開発t1袖i{•土，すぐれた成果を
得は13) ， it.:j原地術 (Hau区•Plateaux) および以前荒地であ

った南部ペトナムの諸省において広大な『昧'tの土地が耕
地化された（注M)。

Ci.1:12) 1955年より開始された前述の土地改革にお

いて， Jfiぺ l・ナム政府がまず済手したのは，小作潤停
の1!ij：国とともに，内戦により放梨された1KIII(/）lliliti発

に関するI閲幽であった。放如KIikmli1}'ri発については
1!155年2月5日付大統領命令No.7, 1茄6年4)］3(）U

付大統領命令No.28および地租免除によって土地の1m

発を容易ならしめるための大統領布告！•こ媒足がある。
（注13) 1961年3月末に発表されたi)ili品のitiベトブ・
ム土地改革•4寸功 i迎 li; 『自 Ih ぺ I・ナムの土地改 J'i',:』によ

れば，放楽Jill.(J）うち再開発された米＼りの総面甜は，戦

llり：中とくに戦争当初から 10年近い1用放梨されていた

152万4573ヘククールのうち， 106万8473ヘクタールに

迅したという。したがって，放梨地の約70％が柑耕地
化されたことになろう。第 1次5カ年iiぼ虹tlIii)中にiij

ペトナムの米の生産が附）J11した理由は，主として放梨

如 I!(I）再耕であるとみられる。なお，この再耕地化活

動のうち，とくに注Hされた())はキニ‘ノ・ジアン(Kien-

Giang-1liラジア）行のカイ・サン (Cai-San)地区ll揺

であった。ここでの＼叫発i｛味＇tは7万7000ヘククール，

入IIUした北湖から(/)避難民政は 4万t1ono1!.tmf:(J)iより

述iIII網の設l?t，河川(I)浚渫が行なわれ，拙漑，排水お

よびJi！述が可能となった。こうして知校(1t)短期問に沼

沢地から{l澤をあげることが可能となったのである。

（注14) 1960年(/)地城}Jljfこみた・i切Jt地化状況は第8

表(j)辿りである。

第8表 1960年のべ l・ナムの再耕地化
（単位：ヘククール）

I責翡l慣閂果祝
一＿ •—•-,...-~----'--------'-· -・--・ ・----・・ 
中部払'j JJ;［地 {if l,213 8,478 5,234| 416 
中部低地 ill! ＇；if - 16 159i _ 
叫もベトナムの東部地滞 3,0637,570 3,627i 300 
竺ぺ l・ナム咽｛！沢池'iiこー・--＿竺戸I1,8571 祁9
一門竺：：吟`ー:?I・ 一113頌 6|45,3w|LO,718l巳竺
(ll1所） Republicof Vietnam, Vietnam邸eAg-
ricttlttヽralStatistics 1960, p. 67より作成。 ・ 

（炭業の多角化.,J‘

良業の多角化はゴム，繊維植物（注15)など工公（乍物の栽

培および小潅木頻とくに{1t橘類(f.t16)の栽培の発展によっ
て具体化された。
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れた。ここでは後述V)熾物工棠の発 IJ•~ と関追して注 L1
される瑛維柑［物をはじめとして，ペトナムにおける代

脱物の種類，栽培l（昧＇t,生；；柘料について検，：すしておこ
う。いまこれを館i.?itに表示すれば第9表(/)ごとくであ

る。ジュート，ヶナフ， 1l.iti！などの4況紛':iの仲びが暑

しいが， これはぺ I・ナムのエ菜化の進 ）jをと大いに l¼I述

があろう。

（注16) i~i ペトナムの村t~稔｝i（の栽培について。 1鉛0

年の果樹栽培状況は硲510表のごとくである。

第10表 i960年の南ぺ I・ナム0)邸 l栽培即 I・
••- -9- -

中部沿； 中部低 iti部ペ
紺i地幣地地術 トナム

合 HI・
●●ー・ ・

栽培画 ・i't}
---1 ・ --―‘~Iー· - l—· --！ _...．．． 

（ヘククール） 1，574 6,168l 37,7211 45,463 

生敵硲(I・ :./） 6, 9721 55, 087! 27 4, 229I 336,288 
ー・・・・・一 ー・・・｀・ー ・ •一
(ilI所） Republicof Vietnam, Vietnamese Ag-
ricultural Statistics 1960, pp. 26~27より (’l:}It。

1杓ベトナムの「尿リぷ1)｛l,；要が．’厨和］＜汎：のrr,u.:ととも
に1••外し， 1954年当時にくらぺると 1961年にはその栽

培面禎は約 3倍0)4万5000ヘククールに Jti大した。

Phong-Dinh, Vinh-Long, Kien-Hoa, Binh-Duongな

どの省では，オレソジやレモン栽培が巡められている。

これらプラソテーツョソを1・分に符理維拌するために
は， 8万本の苗本が必要であり，政府の援助により，

そのうち 3万本が配給された。また政府の手により桜

柊やアプリコ リソゴ ナノなどのl次米稲がll!i次：武験

を行なわれている」（前褐『itiペトナムの経済淵発j,

]23ページ）という。

B.工業

［投資〕

われわれは，工業および家f)J工業において尖現された

投沢を評価するための十分なft料を叫iiiしていない。エ

業開発センター (Centredu Developpemcnt lndustricl) 

(t.l:17) によっ •C与えられた狩料によれば， l958 年 3 月か

ら1960年末までの新規投府は総額23憶8500万ビアストル

にのぼったが，ンとのうち55％はペトナム狩本（民問およ

び公共の投府）であり， 33％はフランス咲本であった

(t:l:18)。説物上棠，プランテーションおよび製紙の3部門

が最裔で，おのおの 6低4200万ピ＇アストル， 4似3500万

ピアスト）レおよび3{Q'.4500万ピアストルであった他19)。

（注l7) itiペトナムはrlifii!,*業経？冷の経験および

ri木・技術など(/)1f)jとにより，．ー［瑾雑り発，ヒの阻宜・)災囚
を多く抱え込んでいる。しかし，第 1次5カ1回1・匪の
実施にとって，工業化はますます前要股を加えたが，

その際蚊大の悠集は沢本!JlJ1J,lのIilJ lliiであった。たとえ
ば， 5カ年計画の硲足した1957年当時において，；付ぺ

I・ナムの銀行中，エ棠IY<l係に投i紋沢したものはほとん
どなかったのである (Lekboa, "The Economic Sittm-

tions in Vietnam", Asian Culttヽre,Vol. 11. No. 2, 

園 1,p. 43)。その対策として政府は， 1957年 3月5日

のゴ・ジソジエム大統領の施政i演説および同年9月11
日付の外詞入後遇搭匹宜酋，その他関係大臣の発表

などによって，屈区の工業化促進策をとった。またこ

れと併行して，エ来・手工業部門への援助と iを本参加
をF.lfr-Jとして1955年に設立されていた「国家投沢甚金」

(Fonds Nationals d'lnvesti凶emcnl)を拡充，袖化する

こととし， 1957年11月16日付をもって，この機関を

「エ棠叫発七ンクー」と改組したのであった。

このエ棠開発七ンクーは， l司家投汽某金のij硝染方針
を企般的に踏痰しているが， 1迅家総合計画局および通

狼il泊と協力して，（イ）新たに生菌企業を建設し，これを

推進する，（口）l~fi没企棠を発ljとさせるために技術， i行金
扱11))を行なう，〇投｝やJt菜において，ベトナム人，外
国人に助旨を与え指浮するはか，できるかぎり技fKi,
経済に関するt和報を提供する，に）業界の要iりに応じて
祗？t研究を迎め，その研究に加づく tl・面を作成する，
僻必炭に1心じて投JU!,＇ヤJじ］の曲沢をする， ことを月(t-J
としている。このセソクーの沢木金は政府よりの偕入
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金2［むピアストルとアメリカの扱助it金2低i000万ピ

アストルとで！ l1 発したが，土地改＇｛•:公伐を政府企業公

依によって訂桔わりすることによって得られる分をも

沢金に追}JIIできるので，＊年(l963)中には， iや本金8

位ピアス）•ル柁疫になるも())と忍われる (illHUrrmぺ
トナムの経済りt1発』， 129~13(}ベージ）。

（注l8) iYiぺ I・ナム0)7：深およびプラソナーション
l関係新規記暉およびi賤源については，こり）ほか 3'
4の代料が手許にある。いま，恥知）ためにそれらを

誌すると第il夫のようになる。

第Il表 工業およびブランテーツョンヘの投貸紅i
（単位：ピアストル）I -—、..—•9· —-•••一—·—-―•一＿＿

JUJ lHl ぶt ft 雀l I % 

(A)―向：：ド1役 if、畜―工函，907,000!—-
3月～
60年7月 ベトナム i’は 1，虚，814,000I 4,1.4 

外 1.Kl if 本 1,4211,093,00{}'55.() 

ゑランスi叩，231}，195,3601 48.o 

アメリカ，
日オこ， イク I9:l、897J340! 7.6 

---L-リア沢＊ ｝ 
l,S'J,7,100,(.l(）0 

844,800,()(）（） 
794,000,000 
39,6()0，0(Xl 
32,200,000 
50,000,0()(I 
G0,100,01)() 
6,400,000 

（Bi 1958年l投只総額
3月～
59年10)] ペトナム沢本

フランス”
アメリカ II 

ィクリア n
ドイツ”
中IJ4（台約），9
H 木”

2445177674
凶

35

••. 

,
 ••• 

6
3
2
1
2
3
0
 

4
4
 

(C) 1958年民liIl投沢総協i 2,136,868,000 

品五！ ベトナム瓜l「J証 1,145,645,0()0 53.56 
フランス" 791,489,000 I 37.04 
アメリカ 11 79,092,800 I 3. 70 
イクリア I/ 32,200,000 I 1.51 
中1.!.4（台粉） 11 82,080,000 I 3.84 
日＊ I/ 6,:i70,U00 I o. 35 

-.  一一、一・ ・

(D)灌竺l•投沢総罹1 2，必1，600,000
61年7月 ペ l・ナ／、i？本 1,394ふ00,000I 47.09 

7日 政｝（•f 貨＊ 293,::130,000 I 9.90 l ｛民 liili’t * 1,101図(),（)00 37.19 
外困 re* 1,566,990,000 I 52.91 

ー・-- ・ _ 
（出所） （A) Hoang Luong, Tinh hinh Kinh te 
cua gi11i c:ip Tu San Mui Ban. Mien Nam, 
Nghien cmt Lich su, No. 31, ;J'諏，脳評38年
4月号。 (8) Far Easfem Economic Rゅiaw,
1960 Year Book, p. 77. (C) Tl比 Mai'‘ichi
Daily News, 1960. 10. 26. (D) Journal d'Ex-
t-rf:me Orient, 1961. 9. 30. 

これらの表示によれば，いずれもペトナム（公）l',
民11.J}の合計・)t"f本の割合は 51;＇を多く j超えることはな
く，＊文に記された55％という政(1(iはやや過大の；；汁Iii
ではないかと思われる。ーー）j, フランス賢本について

は，本文では:t~% と記されているが，ーヒ褐火から判断
すると，実際はもっと多くの割合（少くとも 4!,1;,）を
占めていたものと推定される。
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儘 1!）)・ijii褐joumald'Extreme Orient紙（国l.

9. 30)によれば， 1り58年3月から1961年7月7日まで

()）諮企業に対する投沢総邸i29｛笠6160万ピアストルのう

ち，＊文に氾された 3業種に対する投沢額をそれぞれ

椛物．1．：業に 5 位6(）（)0万ビアス 1• Iレ，プラソテーツ，ソ

（ゴ j、lk4)|; 6 (．(:l:2000万ビアストル，？四租（に 3{.C!3<100 
万ビアス！・ルとしている。これは椛物， ゴム1ら1の各棠
柚に対する投貨額(/)iul位においても，木文の流！述と媒

っている。

（政府．民間合弁企業` ，；

困家は工業開発において主炭な役割を油じた。国家は；

砂割汀深，鉱米水］冴＇,綿轍物工架，製紙工棠ガラス

ビン工業などを糾始するために， I卦l付の民問人（注20)ある

いは外固人たち(tt21)と提携した。

（注2(）) ぺ l・ナム政府と国内民／：iliや本による令寸r・企
菜としては，本文に列堺せられた業種のilfiにいえば，

Vinh-1-fao鉱・泉水会社 (1958年7月設立，沢木金1000

万ピアストルのうち政府60%.J.し11i140%），ぺ I・ナム
綿鰍物会社 (Stl:Cottoniere clu Viet Nnm, 1957年操

棠！jil始，貸本金4000万ピアストルのうち政府2100万，

民1Uli900万）などがあげられる。

（注21) ぺ I・ナム政府と外llit？本との合弁．企梨とし

ては， ぺ l・ナム9紐i・会社（SteSuじrcrieclu Viet-Nam 

cle Hiep-Hao,沢本金3500万ピアス l・ルのうら，政iff

が 2000万，フラ｀ノス ~fl 1500万），パーソソ・エ｀ノド・
ホワイ 1• モアー製紙会社（Ste Pnrson &'Whilcm10rc 

Paper Mill, I.麻金 1｛~8(){J（）万ビアストルのうち，政
府が87%，アメリカ！間 13%），ぺ I・ナム・ガラス会社

(Ce,ng Ty Thuy-Tinh Viet-Nam,ツョロソ， i収本金

l低ビアストルのうち，ぺ I・ナム政府と比1間で51%,

フラ｀ノス糸ピール製氷会社＝BGI44.5%，フラング、糸

匝東ガラス製造会社が4.5%）などがある。

［国家企業〕

；とのほか，企業全体が国家の所布に属する工業すな

わち NongSon炭鉱（注22),Long Thoのセメント製造

エ扮｛注23),Tan Maiの疫材T拗（注24)，将来の IlaTien 

のセメント製造工楊（注25)のごときものがある。

(H:22) Nong Son石炭開発会社 (Regiedes Mines 

de Charbon <le Nong-Son)は，政府出買環ビアス

トルのはかに固鉄公社3000万ビアストル，アメリカ

(16万アメリカ・ドル），フランスの援助（ビネー｛記火

による 1位5000万フラン）を受けている。

（注23) Hue市近郊の Long-t)1oセメソト工Ji4は，

ペ l・ナム政府がフランス系会社の石灰工湯を2000万IF.1

フランで1,tい上げたも(/)であり，所要沢金3000万ピア

ストル。

（注24) Tun Mai林梁開発会社（Sted'Exploita• 
tion forcsticre i1 T.'111 Mai)はフラソス系公社をぺ I・

ナム政府が買い上げたもので？t木金 l｛心ピアストル，
ほかにアメリカ接JJ}J26万5000アメリカ・ドルをうけた。
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（注25) ハチェソ・セメ｀ノトTー場は，現在フラ｀ノス

会社の手で建設中で，ごく近い将来に稼動しはじめる

であろう。なお，本文に記されていない1国家企業とし
て， SICOVINA拙維会社とダニム水）J発硝所をあげ

ることができよう。

頂政府の民閤投資優遇策〕

しかし，政府は偲人の利益を優先ざせる慈志を殺／変も

確酋した（注％）。

（注26) 1955年9月17日， ド・ノ・カムのダム落成式

の際，ゴ大統領はいかなる外国人投沢も俊遇して，こ

れを受けいれることを発表，ついで1957年3月5日に

は投資政策に関する大統領芦明を発表し，ぺ l、ナムは

同内沢木たると国外ff本たるとを1il]わず，ひとしく投
沢を歓迎し，かつこれに前々の使直：を抒えることを lリl
らかにした。すなわち正当かつ公平な補償なくして困

有化や徴用をしない沫証とか，新屁投沢に対する税法

J-．の稲々の俊辿桔骰などを1月らかにしている。ついで
1957年9月7H付の大統釘府企画総局はこの大統釘戸
明の適用に関する通述をl.!Iした。さらに1960年5月の
経済・大祓両省決定により，ゴム・プラソテーツョン，

ジュートカII工など25稲の企棠については新規の投府に

対して税法上の俊迎措骰がとられることになった。な

ぉ， Republicof Viet Nnm, Investing in Viet Nam 

参照。

（工業の現状〕

Hicp Hoaの褪朗会社は稼動しはじめたが，現有能力

は年間1万2000トンから 1万 400(）トンである。そして

Khanh Hぷにある製納所の近代化の工事は完了した。

アルミニウム加工品、夕rおよび針，股架機被，鉛物，
自転車の車体および附屈品といったような金屈製品の生

恕ま急速に発展している。その生旅は現在年[i!5000トン

に追している。

プラスチック材料T．業は，すでに国内困要の大部分を

充足することができる。これに反して，コな工業は国内

のゴム生産店のわずかな部分しか利用していない。

織物工菜はもっとも頻努な進歩をとげた（注27)。1郎0年

8月の Vinatexco工場 (2万錘と自勁織機400台）の稼

劾以前から，生産高は年問7000トンに逹しており，綿穀

品の楡入高は目だって減少した。綿糸 1800トンと綿布

668万メートルという年問生産能力をもった Vimytex

(I万7200錘，織機300台）が1961年に生産を開始する。

進行中の計画をもってすれば，疑いもなく 5カ年計画の

目摂は達成されるであろう。

30以上の特許調剤が国内で製造されて・いる。しかし，

渇品の楡入が依然として重瑛であることは認められる。

これに反して，次の諸J..:菜は5カ年計両の発足以来，

市場())縮少によって減退しつつある。すなわち刻みタパ
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第14表 itiペトナムのエ菜生肱屈の推移

I 1957年 |1958年 |1959年 |1960年 |1961年ー・----··---.....—· •• -• --• • •-.---• -..O••• • - --- -—• •一· • - - -~• ~• • 

布（沿炭(t)| I2,372 20,08019,92827,311 57,350 
・入）（ t) 、18,707 67,880 44沿06 I 10;658 I 5;261 
クハコ・ツガー〈 t 

(~ 
) ! 6,2,11 I 6,233 I 5,971 I 7, om I 4,453 

h合入） （ t 〉 3,627 2,851 2,181 1,831 2,300 
塩 (t) 79,830 26,092 155,689 105,000 

砂利i(t > I 14,886 I 20,169 
綿

58,616 84,094 

麻袋｛ 1,ふ）枚｝ 8 1,2gg 2,3腐 i：索
ジュート原糸< t _ ) I o I . o I ... I 1 ; 069 
酸索(100m3) 、1so I 532 I 483 I.  529 
ア七チレン( m3 ) I 106 I 10s I 106 I 104 
杢炭ガス( m/t ) 129 112 114 79 
ッ チ(100万箱〉 38 I 35 I 26 

ビ ー ル(LOOOリットル） 53,9~~ I 5..1,2~~ I 50,I~; I 51,4醤
梢涼欽料（ 11 ) i 蕊，3（){う 切，95(） 26,777 27,2(M 

アルコール（沐：） （ ” 9,321 8,429 8,300 
氷（

) I 9, 321 I s, 429 I s, 300 I 7,981 
1,000 t _) I 101 I 85 I ・ 76 

瀧力(1細 kW/h) 224,288244,359 287,429 293,6翌
-・-------・------'-----
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(ll1所） USOM to Vietnam, Annual Statistical B1ヽllcti,z1961, pp. 99, 101, 107より作成。

ビアストル（ペトナム55%，アメリカ45%）である。

(i:l:28) ＊文に百及されているような紹種のエ棠の

第 1次 5カ年？頃i1りInil中の生旅の3窪iを第14:及に一括
して掲げておくことにする。なお，ペトナムのエ棠化

全般について，永FTI逸三郎氏「lfiベトナム経済開発に

おける工業化の推移について」， 『アジア糀済』 n-（i
お照。

（貿易収支］

股渫および工業の生陥増加のたがこ，わがl祠は一w1伯

出能力をもつにいたり，位1札入間の不掏衡はi怪鼓され，

粕入に対する勅出のカパー布は1956年の2(）％から1960年

の35％へと上昇した(lt29)。

貿品はゴム・・米・豚・茶などの染産物および原材料を

袷1JIし，石油製品，機根，自囮加llなどをはじめとする
工菜製品を泊入する形態をとっている。第16表はその

柑入梢成の推移を示したものである。また主要¥J:ilJ1先

は依然としてl日宗主熙たるフラソスであり，一方主嬰

供給団はアメリカ，日木，フラソスの順である。

第15表 南ぺ I・ナムの貿易尖納
(llt位： 100万ピアストル）
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（財政）

同時に，匝家予符のうちの歳入は1956年の72低5000万

ビアストルIがら1961、Fには 104｛怒7000万ピアストルとな
った(tl:30)。
（注30) ＊文にあげている1961年疫の滋入見秋もり
額は，のちに作花されて 114億3700万ビアス 1・ルとな・

った。いま1955年以後の南ぺ l・ナムの予!1-と外国扱JJJJ

額の推移を見れば第17表のごとくである。これによれ
ば，この国の財政において外国援助（主としてアメリ

カ援助）がいかに重要な地位を占めているかがよく理

悧されよう。

第17表 炉 l・ナムの予符と外同援助の比：if(
(rlt位：｛心ビアス I・ ル）

| 1955 1 19団i扇］扇玉fli.̀五|―1;62ご＿＇•-ご竺1・竺l竺、一年 r|1戸： 年
歳入（出）額 170.3ll136.26I U9.2DI Ul.3(1152.161152. HI 166.00I 112.71 
外四釦）J額IlC8.0i 63．俯I55.99| 51.03 51l.5] 45.15 41.63不l.l1]
塁は［躙 63. 4 46.3l38. 21 甜．133 ] 29.1 25. II 
・---- .•ー・ ー..

(Ill所） USOMto Vietnam, Annual Statistical 
珈 lletin,No.,1 (1959), No. 4 (1960), No.,t; 
(1961)より作成。

いま，アメリカの対ペトナム援且）JI、こついて慨括すれ

ば，援助頷は1955年から1961会計年度までで21低3500

万ドルに逹しており，この頷がifiベトナムに対する援

助屁l中敢窃額であることはいうまでもない。こうした
アメリカ援助は叩J~:扱助（ 5 {邸l(X)/jドル），粍済援助

(15（む4400万ドル）合わせてペトナムの国家柄勅の1王と

んど企部門に及んでいるのである。アメリプ）が尖施し

てきた対it1ペトナム経済扱劫にはブロジニクト}及!.l）Jと

非ブロジェクト扱JJ)Jがあり，前者が村｝知i材苫（梨菜生

嵐 i径工業振煎指祁など），教fi,t'ff生の改:茄，述設事
業などの各種•ノロジェクトの実現に必要な経1し中の外
it支払い分を供給するのに対し，後者は主として． lffj

Ima入計画のもとに行なわれるifl1tll}, i？本 JI1• および
原料柁人のためのi'（金を供給した。
侮年ベトナムの袷入総額の約80~90％がアメリカ扱

助によってまかなわれ，その見返り賢金はペトナム用

家財政の50％を補っており，さらにアメリカ援l)J汽金

により位入された刹品のOO説収入をも含めれば， Ifiぺ
トナムの国家収入の約80％がアメリカ援Dりに依存して

いることになる。アメリカの接助i1金がべ I・ナム経済

を支えているといって過同ではない。

C. 公共施設

（道路）

道路網は，たとえば Sagion~BicnHoa阻l自動車迫路

や高原地幣 (HautsPlateaux)への入り口迎銘などのよ

うに，非常な改苦をみt.::.(tJ:31)。自動車道路の建設は7，Jりl

していた額を超える'it用が必要である。

（注31) rぺ I、ナム1恥’L銀行年次報佐 (1960年底）』

は，迅路網の整備について「1960年をもって，滸路網の
再建tI・頭の最大邪分が終了した。 I既存逍踏に全長662

キロメートルの自動車通行可能な祈；心路が付加され

た」と述べている (op.cit., p. 9)。またペトナム土木
通伯大臣談話によれば， 1961年にいたる（iブ9年間の誼

路の開発状況は，（A）村滸開発プログラムにより，地方

住民の財り力をえて建設された村滸が 1万5000キロメー

(•./レ，（B）森棠中心地と辺度をむすぷ新設逍路は1000キ

ロメートル，（C)幹線誼踏の改作と新孜は総JI•3()()0キロ

メー・トルにのぱる， とのことである（前掲『南ペトナ

ムの経済開発J.171ページ）。

［鉄道］

南北鉄~VH:1:.fl通された(il:32)。介Pltの削設と経営の合Jll!

化のために努力が綿続されている。 S(ligon~MyTho問

の未開通区間については，廃止された。釦igon.....,Loc

Ninh線の柏送ほ一時中11:される。

（注32) Sai~on~Dong Ha I間を粘ぷ南北鉄泣の復
In工水は1959年8月7日に完成し，企線開通をみた。

総経役は 3{（岱8000万ピアストルにのぼった。 It1ペトナ
ムの鉄迅蹄線箪離は1956年の1020kmからl!l57年には
1265km, 1958年には1323km,1959年には 1364km(1960 

年も同じ）となった。なお，鉄逍網の発i展に関して，

Bnren~An-Hoa Ill［の［ ~J.7km(/)I船町(1961年3月24日）

が注目される。 「N6ng-Son/火絋をぺ I・ナム縦tl鉄迅

に述結させる32kmの未！｝麟区域に位『tしているので，

このたびの開通はサイコツヘの右炭の：.;.I.速な伶送を可

能にする」 (Ili:!ur屈l..I＇［鍬行年次恨告』， 9ページ）か

らである。 itiぺ I・ナムの鉄滋喩送力の慨況は第18表の

通りである。

第18表 itiペトナムの鉄；ll麟
(1砂．： 1,000)

年1]--?；-1．ー•上＿竺． ：←一胃□望＿
旅客数 1キロ当たり 貨物 Iキロ当たり
年1iil旅客数： ・年 lIIli刊物 ·11~—· •一・ • • ----------・・・.... ・------

t̀ClC：三：：：1，1-9:t:e:-Id:9f6]；；1：：（口。こ戸
1959年 2,657.61514,582.5 I 431.81 105,363.3 
1960年l2,613.61 541,736.4 438.7 134,481.5 

〔水路の浚渫：

水路の浚深ほ額蒋な成果を記録した(fl:33)CD6ngTicn 

(44km)Cf回）と DonGiong (42km)の二つのj!l！河が完

成された。浚深された娘は2500万m刈このぽっているが，

このほかに品村共同体の発］Jをにより，小河川において実

現された事棠を付加しなければならない。

（注33) いま，述河の浚渫をはじめとして， J紅水の

役入lVijk,i低祝の樅策，迎itIの柁唆など，農地改良の
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ための伐村水界llIjぼ染全般についての南ペトナムにおけ

る1955年から1%0年までの成染はつぎのように要約で

きる。すなわち， こうした1沿とは22~にわたり，エ~Ji:
孜1よ四6,受盆耕J也而f11iは18万6700ヘククールにのぼ

っている。これに淡した延ぺ人只は-1055万8822人にの

ぱり，その所吸沢金はペトナム国家，遁）i予tr.(4827 
万4237ピアストル），アメリカ接助(6591万9325ピアス

トル）合わせて 1低5475万2880ピアストルに(/)ぼった

(『i{iべI・ナムの経済開発』， 171~172ベージ）。

（注34) メコンrIIとl即',t平原 (Plainedes Jones)を

つなぐ D6ng1̀ien迎河は総工費 500万ピアス］・ルを

淡し，受公米「f15万ヘククールに及ぷ。

［河船〕

河船ほゆっくり建造されている。 1t)（i)年にサイゴンか

らのIIii悲分の排水トン数はサイゴン入泄分のそれの26%

を示したにすぎなかった。

（メコン河開発計画］

困際辿合の：紀設のもとに，沿岸4カl甜を利する実施『I・

両において遂行されたメコン河流城(J)幣VliPlt業(il:35)｛•ま｀

なお多年I/TI,研究前ことどまるであろう(Il:36)。

(H:35) 1951年ラホールでの第7回ECAFE総会で

承認されたメっソ河開発;JI・荊は，メコソ河下流域（ピエ
ンチャン付近より下流）の批水を1iil御し，森棠水利を

はかり，巨大な発磁所を建設し，またii]・迎の使をl}｝i< 
ことなどをその主町lぃ］としている。現在この、ITl・mの加
｛位となっているのは， 1957年に況地洲究を行なったウ

ィラー (Raymon<¥Wheeler) ;-;咽国が示した村／；悲で．

下流城7カ所にダムを作り， 11.i力558nKWを発俎し，

900万ヘククールの力I地に注水し，また舟述航行の使

をはかり，さらに流城の森林，砿111を開発し．：位1関の

下枇デルク」酎ifでの肱祁防JI:を考える，というもので
ある。

（注36) 1963年 1月8日から14月まで，ラオスのピ

ユソチャンで，メコンjl!［下流闘．脊委L-i会 (Committee

£or Coordination of Inv邸tigntionsof the Lower 

Mekong恥sin)が開かれ， ここでメコ・バ町1月l発計画は

57年以米6年にわたった濶究の役陪から，いよいよ具

体的な工事の段陪にはいることがI.!ilらかにされたとい

われるc しかし， メコソill[IJfl発計画は，これまで下流

デルク地術で行なわれてきた浮稲．培を将来どうする

かなど，なお多くのIll]図が残されている。

〔海船J
小貨物船14災からなる梅船府は，企部でl°Hトンに述
しており (1959年末），ペトナムと近陳諮居lとの間の愉送

の一郎分を保証している（注37)。

（注37) 1960年のサイゴン迷からのti1沌分について

袷送船舶の困岱別による甜み込み貸物トン数の配分は

次のごとくである。すなわち，フランス (38万8994ト

ソ），ペトナム (14万9196トン），イギリス (9万79811ヽ

．／）となっている（「ペトナム困il銀行年次報告』，1960
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年皮 9ページ）。

〔航空鞘送〕

戦争の停止とともに，国r杓航空恰送は，他の迎粕手段
との競1tに苦しんだ(/.l:38)。TonSon Nhut空料とはA級の

国際空迷になるために活発に輝iされている(il:39)。

(i.l::38) 『ぺ l、ブ？ム国立銀行年次報告 (1960年度）』

は，ペトナムの航空．柑送状況を以下のように報告して

いるc 「国内粕送ー一手ll滸分については， ft荷の軍茄
はいくらかの減少を示した (1959年の1315トンに対し

て13(）（）ト・／）。反対に，疾客改は7.5％埒加した (7万

388(-i人に対して 7万9883人）。 ll'，発分について，乗客数

およびI四布「(1,tはおのおの 6％および8.7％培加した。
困 l深摩貸送—:f.11 がi• 分について，．采客数と秋荷爪．載は

おのおの6.G％および15％培加した(1959年の乗客 3万

2010人に対して 3万4118人およびれ't1討氏54トソに対し

て637トソ）。 lli発分について，采客数とがl1行r（炉：はお
のおの2％および 31% i¥'1加した (1959年の乗客 3万
381,2人に対して 3万 4615入およびii.,t1奸印6トンに対し

て661トソ）」（op.cit., p. 8)0 

(il:．39) べ l、ナムの航空怜送は，近年の『頃の政iti

不安によって一別売展をみている。したがって空臨没

~ii の近代化が急がれている。たとえば 1960 年には，
Qui-Nhon, Banm紬 uot,Dalntの各飛行邸塩訟誘琳

むm．が成it'tされ，サイゴンの TunSon Nhut 空樅 l• こ

ジェッ l4災発府に備えて，南北の沿走路が削強され廷
長された（『ペトナム困立銀行恨告』）。また1961年には

G級（ダコク檄が発沿できる程J虻）の地方都市空述が

九つ、 II級（耗飛行m),1，：池が三つ新没されている。

：首都交通J

フランス系の特権会社から移管された，サイゴン共同

迎愉会社(ili40l(La Regie des trnnsporls en commun c!e 

S.'ligon)は，効果をあげつつ活勁しており，近い将来に

は沿都以外にもその活勁網を拡張するであるう。

（注40） サイゴソのバス？j［業は，以前はフラ｀ノス系

の CompagnieFrani;aise des Tramwnys de l'lnclo-

chine (CFTI)という会社の独占であったのが， 19G8年

1月1H以陥，ベトナム当局に移行されて，現在の公

名I：経営となったのである。稼勁台孜は1960年当時で11,0

台であった。

（公共施設部門に対する支出）

全休として， 1957年， 19甜年および1959年の 3カ年間

で，． 5カ年の計両期問のために見机もられた予符額の

わずか39％が支出されたにすぎなかった。

D. 社会施設

〔一般教育〕

詳細な統計は池(iiiしていないけれども，全人口の 5%

足らずが依然として文百であることは確言することがで

きる。
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初等教育において学級数や生徒数が急速に堺加されて

いった。公立小学校において， 1956~57の学年期問の生

徒数は印万7500人であり， 1960~61の学年jOlni)の生徒数

は109万5200人であった。そして私立小学校では1960~

61の学年期IB]の生徒数が l40万人に述している。

中等教育はやはり同様のリズムに従っており，生徒数

は6万8200人から20万88()(）人に哨加した。

ベトナムには現在 Saigon,Hueおよび Dalatの三つ

の大学(tl:41)がある。サイゴン大学所屈の大部分の学部は

4:．徒があふ：i1.、1960~（H学年JUl『Illこ生徒数は 1万028(）人

に逹した。

(t¥：4]） I•I＼しe-大学は法科， 3涅科，文科，教1i ，支那

学，合わせて生徒数が1959~Ci0年邸で1()83名という小

規校な大学であり， Dalat大学も9!！科，文科，教YI合
わせて生徒数は1959~60年疫でわずかに 171名にすぎ

なかった。

「技術教育〕

Phu Thoの国立技術センクー(LeCentre Technique 

National)は公共ij1:党の技師，屯気抜師， fじ波抜師およ

び工芸技師を孜成している。 Blasの股林学校 (L'Ecole

cl'Agriculture et de Sylviculture)は技師および専11『l抜

術家を投成している。

（研修のための海外派造〕

1956年から1960年12月までに，約3000人の学生および

官吏が，ペトナムで教育されない；;/11線に従7ltするために
外困に派辿された。

l教育変）

1957, 1958および1959年の 3カ年に国民教育のために

実行された支出額は20節ビアストル近くに述したが（注42)

これば将来のペトナム人エリートの成成に関してのぺ 1ヽ
＋ム政府の配廊を物語っている。

（注42) ペトナムの阻家予群に占める教fi吸の比爪
を第 1 次 5 カ年1|• 西拇1問中の各年度について検討する
と唸19表の通りであり，瀕次哨加の紅i向を示している
ことがわかる。

第19表 南ペトナムの国家：：f•n:tこ占める
教1i代の疇

（麟： 100万ビアストル）
- . . --··•.....一・ .. ・・------・---. -・一

_ ・-・・-・・ __ !1957年屑叫1959年I1000兄j1961生

旦：；三尺〗;:］[〗［]t}］stt1C69
「保健衛生〕

これに反して，保他術生関係の大部分の計伽iにおいて

は．支出領は見梢も 1） 額のわずかな',し1j合tこしか述しなか

ったことが認められる。

公衆衛生および股村衛生で（寸．．住民の協力によって大

きな迎歩をとげた3

マラリャの投絶9ま植i.)J：こ行なわれた。たとえば1959年

に（mo万以上の人が蚊から保淡された。 1961年7月まで
に， 2800トンの D.D.T.が469万3000肌．fに散布された。

病院の新規建兜および］紐iiは見込まれた目傑に比して

咽しくおくれている。

人材の':1,郎成への努力が雑統して行なわれた。［笈槃品の

供給状況は絶えず改芯されていった。

（労働力）

澗究の行なわれた語活勁分野において，労拗力の 3%

の」竹加が氾録された（注43)。同立統計研究所 (l'lnstitut

Kational des Stntistique)のf袢汽こよれば， 1949年12月

から1960年末にいたるjUl『りにおける労（勅．も茫級のit銀指
数の上昇ほ，tiり1脱名物価の上昇よりも、急速であった(i.t44}。
（注,i3) ぺ：、ナムの労偶者数については，［i牝多9謂花

による梢密，:i説がないので，正りをな孜字はわからない。
木文にいっているうが務労孜のi9位11半から：わえて， ここ

に1閉揺としている究科は， 1957年と 1960年にヴHI力宅に
よって行なわれた労磯力祁因であろうと思われる。労

侃省は1957年のペトナムの労{fり力を 480万人， 19的年

のそれを 499万人とみなしているc したがって，この

間の i•;,I1,11率は 3.8% ということになる。いまペトナム

I釦'l銀行が労働省の潤？tとして示すところによれば，
1960年におけるペトナム労似者数の夜限は第20表のご

とくである。

第20表 1960年のifiペトナム労伍i者数

A-i足 ．．
 
しヽ

”刀
Bーエ棠および削棠
製辿棠および手エ染
述没梨；
i対染
巡栓架
サーピス梁
その他の棠種

Cー公共サーピス棠

D一軍 人

E-•4も公人

'1,000,000人（将定数）

゜
厄

記

）

）
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1
0
7
0
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0
7
0
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o
o
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1
0
0
0
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4
9
6
4
7
4
 

9

9

9

9

9

9

9

9

 

5
5
3
4
2
4
g
9
0
O
O
 

8
2
0
1
1
3

ー

1

2
・---・ ------・-・ ··•·· 

令 ill• I 4,986,720人
・・・・-・一ー・:... ..一•··--・ ・ 一ー•.l ---•._—•—- --・ •一．＿．
(Ill所） Rapportammel de la Banque Natio11ale, 
Exercice 1960, 1>. 11. 

（注4,1) Ton Thut Thicn又は1949年を！柘｛りの100

として， 1954年末から1959年6月までの労仰各の貨銀

拒数と ij'1翌t者物価拓数とを1ヒ校し，この問の料i毀者物
価の1:外率が14.7％であったのに対して，未熱棟男子

労像者の貨銀は同期I悶に77%，未然純女—f労儀者の楊
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介が65.1%，熟糾労備・行(/)易合には36.6％とそれぞれ

.I.-．外していたことをあげて，実 ttir（ 久拉の． 1~．外を主張し
ている (TonThat Thien, "Economic Development 

in South Vietnam 1954~1i0'', The Malayan ReのI(J99lic

Review, Vol. Vl, No. I, p. 65)u 

（建設）

1957年から1960年までに，国家建設局 (I'（）伽e~ati-

onal de la Reconstruction)は8879戸0)tti舎を建設し，

サイゴンi別易住宅局 (I'（）HiccclesHabilations iIしor1

marche de Saigon)は90年の1辟i舎を建設した。これ／吋

八こ各JI~(/）應慇l}il発センクー，各地(/)新行政III心地，各

所のi芯（嘩iなどにおいて建設された諸家限を付加するの
が近当である(tl:45)。市街地において，サイゴン建設指数

は(194!)年を1＆祁の100として） 1957年には(iOに， 1958年

1こ9・i931ご．， 1959年1こは1301こ， 1960年L2月には175l.::.」：.fl・

していった。

(t:l:45) jtiペトナムの述汲の近年の状況をみれば第

21表のごとくであり， 1961年には内戦の激化のためで

あろうが．すべての種類の建設活動が減退をみた。

第21表 ・,viベトナムの建設状況

1~58年・ 1 1959年 ' 1四‘ド l 1%l年
許IIffi数 t述坪1n:許可件数l紐坪m2l,；「II"＇［薮娃 J平In2imm叫il¥ l;Fll.、2

-｝rii ]ニ・玉―、同戸31；ふi正，ii5|2,72!） i、10;,（沼iiー・2,44!）i-431,6扇':-1,8元函，料3
公共述茄物 210I Go,5:{3 I36 J'16,344'. 101 42,95fi i ~)7i 28,177 
J：菜および祖i叉m建紐物！ 378 | 53,308 217 1 71,157' 212 郎，9（旧 I 170 : 59,4t)（； 
瓦ぷさ江l:t磁il板をふいた木ii'i‘知h1-| 1,（)(i4 54,391 661 1 42, 147 119() 35,522 397 24,985 

‘• 一ー・ー・・----·一・—- --- -• •・ 一・...-|----·—I-.- .-J__ .．J -．．... -•— I • • --------l.. 
ictnam, Annual SlatヽsticalB叫lelin1961, p. l05より作成。(!li所） USOMlo V 

〔第 1次 5カ年計画の金阻上の成果］

金池上の成果の評価は困難な釦1口である。 ;ft本形成に

関する沢料の欠如によって．・民！！ili梵ft表を作成すること

は不可能である。財政支Il1について（な，各省は現存；；郊ii

の維持支1.Liと，蔽密な邸味において， 5ゾ1年計画の目椋

尖現のための支tl！とみなされうるものとを切り離すこと

ができない。この点にi•I：応すれば，使Jil 可能総額は． 5 

カ年計画に包含された諸部門において，その翡l合が初JUJ

3カ年においての47％から第4年度を加えた初期4カ年

においては129%（部分的な成果）へと恋化したことがり］

らかとなる。

一般に，物理的な成果（t,予測に対する支出額の1ll合

を示すよりも一恋印象的である。工業の領城において，

ペトナ IJま5年「n']で， 1憔紀問近くも続いたつランし人射：：

治時代におけるよりも大きな進歩をなしとげた。教育は

予胤l以．f-ーに発展している。生活水紺！」：：外のIJJ1自な徴（屎が
注目される(tE46)。

（注46) 第 1次5カ年；;I面での固J..t生樅について。
この計•西では 12%，年侶］にして平均約 2.5％の所得埒

を目院としていたが，これはnl面が同I討の人l1増加半
を1.2%とみなしていた（第2次5カ年計雨，原文 15

ページ）ことから考えると，実買的な所得の仲びを年

問約 1.3%見込んでいたことになる。ところが現実の

ペトナムの人ロ・iii力n寧は年rJ12.5ないし3.0％であると
みられるのであり（原文15ページ），この場合は上掲al・
両による同国の実買所得の仲びは 1％ないしそれ以下

ということになろう。いま南ペトナムの1J;li心生恣につ

いて，1955,1956河年の公式nr項I・ と1960年の非公式推計
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とによって比枚してみると，第22長のごとくであり，

l955年から19@年にいたる5年1！りに34％附加している。

第22表 jyjぺ l、ナ I、(/）打ii暉紐J定
喚 195昨および1960年

(lIt{、,i.: ］0低ピアス 1・ル）

I ]~)55年 l1956年 1960年

市場fI!ll面による[KII)、)総支I!iI 72.5 i 76.7 ! 91.2 
民 Itl ii'i1't 53. 6 59.31 69. （； 
政府統 ‘ht 支 iiil4.(l, 13.2 14.（i 
l・I4 Pl れl沢木形成: 4.9 I.J.2 I 7.o 
（在 J,Jl変動は不明）

マイナスり成1うよびサーピスの伯入 一10.7I 8.7 I -8.~~ 

プラス杉9fi1Jよびサービスの幼mI 2.4 ! 1.6 I :-l.O 
I 

rn賜tIli格による罰l}、；似l濠 64.3 j G9.4 I 86.0 
災棠 12.:-Ii 1-1.4 
痙棠 3.4. 4.（） I 
．I. 堺 6.81 7.8・
浙栄および巡杭 19.（） 2(）．5 
述 改 l.4I I. l 
サーピスその他 11.9 I 11.7 
政 l（寸 9..5i 9.9 

マイナス涌外純所得・―(）．6 -0.8 

麟価格による同民脳1滴 I(i3. (> I 68. 7 
マイナス！i!！接税 i-（i.3-（i.3 

I 
マイナス汽木戟耗り1当ー 2.8! -2.8, 

虹即りによる即琺砂．i拓： 54.4 ].99.5 l 
. -・-... -. ---.  ・'・・.... J.....' 
(II.I所） ECAFE,応onomicS町 lleyof Asia anti 
the Far East, 1961,邦沢173ページ。
頃料）珈nque Nationnle du Vietnam, Les 
Estimations du Rど／応911、Notionnldu Vict1lam 
en 1956; Frank C. Child, Essays on Economic 
Grot()t/z, Capital Formalio11(l91(J Public Policy 
i91 Victnam, 1船 I.
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これに「国内生稲物の卸必物価が布の見Jl;il中約 3%
記'i• し，人口も雉民の流入と祁率の自然培によって24
%hY1大していることを劣・え合わせると， 1955~60年間
における 1人当たりの実質困民総lki行の仲びは 6%,
年平均では約 1％の増加を示したものとみられるので

ある」 (ECAFE,Economic Survey of Asia and the 

Far邸 st1961，月”1-R172~l14ページ）。結局， Ifiべ I•

ナムの第 1 次 5 カ年ii•西JOIIHI中の年1li) 1人当たり実fi
所tりの仲びは， 1 ％を超えなかったとみてよいであろ
う。おそらく，こうした所得の仲びは1958,59年ごろ
までの，ペトナムにおいては比較的困l}.J『di'}が安定し
経済の復典と再述JI・面がかなり・府実に実施され成功を
みt:Wll/llに追成されたものと：衿えてよいであろう。

m 近年の南ペトナム経済・な規定する語条件

近年の南ペトナム経済をみると，；との発展にとっての

阻宮要因がかなり多い。本科itことり上げた第2次5カ年

計画；りにおいても，この点に注11したのであろう，笏 l

次5カ年計画の成果について述ぺたのち，こうした近年

のペトナム経済の発展を大きく似I約している「国内的お

よiJ屯l際的諜橙」（原文14~16ページ）について論を巡め

ている。そこで・はまず国内における大きな耗済規定要因

として， 1961年10月の大洪水，ペトコンとの内戦激化に

よる緊急、？l嘩， 1%1年12月29n公布のペトナム共和困紐

済再述大統領令，佑j殷の人口硝｝JII冷・｛の維持，という四つ

をあげ，旧屎的克税として．語閲Iiil1こおける困院貿易の

茫殷，地域協力の促進，米・ゴムなど 1次旅吊の価格m,1

Ifl] などの語点について注 n している。 ~I牒的な哀頃につ

いては，他の東itiアジア語団においても同様であり，ぃ

まはしばらく楷くことにし，また人ロザI)JlI半については

すでにさきに触れたので，ここでは，とくに他の固,,n
要因について一ぺつしておこう。

まず；との第 1にあげられたの1:t．_l911 l年 10月の大t共水

である。 iりペトナム紋大の米f'I遁{itであるI佑＇給ぺ lヽナム

4'n (iコン・デルク地術）に大きな被忠をもたらした

.:.(J） K洪水は， t謀棠に依存するペト・）•.:.、経済tことっては，

たしかに 1大制約条件をなしたものといえよう。この大

洪水のために (W琉｛デルクの穀介地?I::がペトコンの支化

Fにおかれて，米の1沿iができなくなったこともあっ

て），ペトナム政府は Hl61年度宋期には米の楡出を停止

L, ~り］ 962年には逆に米の緊岱．愉入を余袋なくされたの
であった。

第2の規定痰因としてあげられているのは，ベトコン

（ペト＋ム共旅党）との内戦激化による緊怨J~態である。
i行ペトナムでペトコン・ゲリラの活動が活発になりはじ

めたのほ， 195•1年 7 月のジュネープ協定によってペトナ

ムが北紘 17I父線・セ様に南北に分割されてから 4年後の

1958年夏ごるからのことであった。このペトコンの主体

ほ，もともとペトミン（ペトナム独立岡間）として南下

し，第2次大戦中(‘よII本占領5fTーに対して，戦後インドシ

ナ戦伶期にはフランス軍に対して，ゲリ'.ラ戦を行なって

いた数千人のゲリラだといわれる。かれらの月(Iりが民族

解放淵争の推進であることはいうまでもない。それには

まずゴ政権と南ペトナム民衆の雌反をはかり，反アメリ

カ・反ゴ政椛の闘争に民衆を結集し．ついにはコ・政桶を

打祖して，共座政権による南北ペトナム統一を実現しよ

うとするわけである。その後，このペトコンMlは次第に

(1}力を拡張し， 19(i0年末には附ペトナム民族解放戦線を

粘成して．従来の親フランス派・ゴ大就領：こりqiIEされた

カオダイ，ビンスエン，ホアハオなど旧賭宗教派を包含

し，その反政府闘争の規揆：t-府拡大された。さら1•こ
l⑯1年立以降，それまで少数の奇浪戦法に終始していた

ペトコン活動は， 1000名以上の部隊による本格l.1勺戦争へ

と発展した。＊年初頭から［まさらに一段と白烈！化した戦

閲状態がぺ l、ナム政府軍（約:moo万， 1勺訳は正規軍20万
保安部隊6万8()()()，村落自衛政7万），アメリカ「軍事刷i

間」軍 (1万2000人）の述合勢力とペトコン（花規兵約

2万3000,地方的非正規兵約10万といわれる）との1i{lに

紘けられている。こうしたゲリラ戦下では突大なirいJf..
治安I対係j'tの支t|i(19(}l庇予1'f.．では成111の約1>;1：りを占め

た），地方行政機関の淋抑状態を眩起し， したがってま

すます政府に対すろ困民の伯頼感をうすくする結果を招

いている。またゲ，)ラによる梢送網の戟咲や妨古作戦iこ

よって股施物の組tfJほ思うように進んでいない。股民t.:

おほ米を出さなくなり，都市では買いif和め，売り梢しみ

が横行し，サイゴンでの米の価格ほ暴騰した。このよう

な状況下でぱ経済l)|｛発計画の立案ほもらろんのこと，尖

施1こいたってはほとんど不可能に近いといわざるをえな

いであるう。すでにわれわれば第 1次5カ年t1餌末期（こ

おける，これらの影!§については1即i'lながら触れてきた

のであった。

したがって，当時よりもさらに1・瑶態の悪化している視
在の南ペトナムの場合． 「長紺lfiilにわたる軍事(19政治的

安全は経済開発を扱牲にしては不可ffであるが．経済閲

発について多くをなすことは今でほ迎すぎるかもしれな

い」(J.B. Hendry, "Economic Development under 
Conditions of Guerrilla Wnrforc: The Case・ of Viet 

Num", Asian Srヽゲvey,.1une H162)。われわれはこの点に

貿慈しながら，南ペトナム政府による釘'~2 次 5 カ年計雨

5 I 
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の実施状況について注目することにしたい。

とこるで南ペトナム政府も，前述したような政梢不安

からくる経済11渇の悪化については布ったく手をこまね
いていたわけでなく，とくに19(il年40月181:1-?)ゴ・ジ；；

ジェム大統侑により緊怠事態衣言が発せられて以来，ペ

トナム政府自体はもらるんのこと，アメリカとの協力の

もとに，「経済社会合同it匝」，「戦略村落」の殺府をはじ

め，種々の経済体制確立のための打1招策を策定，実施し

てきた。その代表的なものが，本文に第 30)屈内咬困と

した採り上げられた共和同経済再建大統領令であった(/)

である。

この大統領令は1961年12月29日に公布され，全剖ば？）0

の法令からなっている。いまその内容を樅観すれば大約

つぎのようにいえよう。

（イ）語征の税制上の改花と取り扱いの節素化。従来儒入

商品1こ課せられていた語種の付カII税 C~I我祖税，安定税，

平衡税）をJiG止し，新しく愉入商品価格の 7分の 5相当

額の「国防経済発展付）Jn税」を設けた。この所税は従来

原則として，免税であったアメリカ援助による祁入商品

（全翰入額中の80％を占める）に対しても，例外なく課

税されることになった（為替レートは，これによって 1

アメリカ・ド）レ一60 ビアストルということ：•こなった）。 I具i

税，袷出税体系，愉出補助金iil疫の改正が行なわれ，［村

困税にも1多正が行なわれて倹約税が新設された。今!"iiiの

拮匠によって，貿易活動に課せられていた稲々の付加税

が一本化され簡易化されたことが大きな特色であるc

（口）経済発展に必亜なプロジェクトに対する特別長期予

符制度の新設。経済発股に必要な工業開発if前で，かつ

数年問！こわたる継続事菜（たとえばダニム水力発電工事，

ノンソン炭鉱開発..r::;,li，ハチェンのセメントエ楊建設工

?Jばなどがこれに該当すると思われる）に対しては，一般

予訊軍事治安予芥とまったく分離した特別予勾：を新設

することになった。特別予符社一般予邸の一祁，外宝か

らの借放および賠JJ・・，国立銀行の借り．kげ（従来，政府

の国立銀行からの借入限殷額は前年度岡家予灯蔽入額の

25％となっていたものを，この大統領令によって，外国

銅 Jをふくむ前年度予箕政入額の40％と改正された），

公債発行による収入，臨時収入によって潤述される。

しかし，以上のような大統領令による改革措匹は必ら

ずしもただちに南ペトナム経済を好転させるまでにはい

たらず，むしろその史施について種々の治議があるとこ

るである。たとえば， 1962年1月1日からの大統領令実施

後まもない同月 26日に開かれた国家経済会議 (Nntional

ぅ2

Economic Council)の席上，早くもこの大統領令のペト

ナム経済に及ぼす影特問題について肘議され，同法令が

(1)貿易渫者に従1li［以l．-．のft金t'l担を課することになった

こと，（2）i裔入，’治が介NI(に保存されるlり1lii)が長期化した：：

と（この傾Jij（まその後もますます増大した），（3）利益船が

減少したことなどが指摘され，これを改！並するために

(a)固家伯用金Jilt(Nmional Credit Bank)の融狩枠のi)1i

大，（b） |y;1税半の改iiら (C)大衆I~浮買力の引き上げ．などが

提案された。また工業家代表から楡入機械および原材料

(/）コストが引き上げられるため， 1困内産業が不利益をこ

うむるとの兌酋もあり，かれらは政1(・fhl]助金の削甑t<iょ

び愉入廂品に対する I~税引き上げによる l1il勺 il項砂）保，殴

を要fl!した (TIieTimes of Vietnam, 1962. 1. :m)。
〔以上，経済再建大統領令について，そのフランス語文

からの綿択，および成立の1.f尿，滋義，影膀について，

惰者は1962年6月，アジア経済研究所の勁I句分析（内部

rt料）として「南ペトナムの経祈，財政改・,'{,'.Jと題する
-•文を発表している。〕

このように，現在のとこるでは，経済再建大統頷令は

必らずしも所期の11f卜）を逹成しているとはいえないあり

さまである。•また「戦略村落」設『tの評価についても今

後に残されている面が多い。

南ペトナムの「戦略村落I(Strmegic 1-1:tmlct)は，股

民をペトコンとの接触から1tiiらりJるために，まず労衆さ

れた「アグ U ビル」計画に次いで，その改良として，大

体股民1500名位を収容するために創設された村落1hlll虻で

あるが，南ペトナム政府の発表によれば， Hl62年4月の

活殷炒り始から本 (1963) 年 4 月 14 日までの沿り 1 年l~l に，

村落数で5~)17の「戦略村落」が完成されにが，これは全

困で 1万1143の「戦略村落」を創設しようとする政府(})

全計画においては，その53.1％に当たっている。また，

糾成された股民数は815万0187人で全人口の 59％に達す

るという (TheTimes of Viet-Nam, M(lguziuc, 1963. 4 

21)。しかし，この「戦略村落l制度には，ペトナム）]虹民

の土地に対する執舒が強く移住を維う頼I{ijのあること

ゃ，村落がペトコンの製限l1楳となった場合，かえって

被害を多く出すことになるなど， iT区の問題が存在する
ことが指摘されているのである。

結局南ペトナム経済再建の根本的解決の甚礎は，やは

り国内政佑の安定にあるといえよう。この国に早期の平・

和と政治的安定がもたらされ，第2次5カ年ttjilijが机上

プランに終始することなく，莉実に実施されうる日の到

来を望みたい。

（アジア経済研究所濶究研究部第3凶究室 悩低 保）




